
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

静岡県議会６月定例会報告 
7/12深夜まで行われた静岡県議会６月定

例会は、閉会直前に「川勝知事に対する不信

任決議案が提出され１票差で否決」という展

開になりました。 

事の発端は 7/3の「令和 4年 所得等報告

書」の公表です。その後、マスコミから「知事は

以前『給与・期末手当を返上する』と言ったの

に返上していなかった」等と報道されました。 

これを受け 7/5の県議会総務委員会で議

員から質疑があり、さらに 7/12の本会議で

知事からこの件に関する発言がありました。 

知事発言の後、議会はいったん休憩に入

り、質疑を行い各会派から知事の真意等を質

しました。質疑応答の後、再度休憩し各会派で

対応を検討しましたが、数時間の議論の後自

民系会派が「不信任決議案」を提出しました。 

不信任決議案の提案理由は、「7/12の知

事発言と 7/5の職員の答弁は矛盾しており、

虚偽説明と断ぜざるを得ず、これまでの不適

切発言に重ねるもので、発言の信頼性を損な

う」等というものでした。 

記名投票による採決の結果、賛成 50、反

対 18で否決となりました。ふじのくに県民ク

ラブ 18人は全員「反対」しました。 

反対理由を簡単に言えば「返さなかったの

ではなく、返せなかった」、「知事と職員の発

言は矛盾していない」ということです。 

詳しい解説は私の「オフィシャルサイト」に

掲載していますので、二次元コードからご覧

いただけると幸いです。 

ご意見やご不明な点はお気軽

にお問い合わせください。

 

◆代表質問に登壇 

6/28、代表質問に登壇しました。紙面の都合に

より１項目だけ概要を紹介いたします。その他の項

目は右の二次元コードからご覧ください。 

○企画部門の機能強化について 

【質問】 地方自治体では「SDGs」や「ダイバーシティ社会」など、

特定の部局では扱えない課題が増えており、庁内横断的な対応 

力の弱さを感じる。企画部門は新たなアイディアや戦略を生み出し、柔軟性を持って対応する

必要があるため、機能強化を求める。 

【答弁】 複雑で多様な課題には部局間の連携が必要。中心となる部局が明確でない場合は企

画部門が対応しているが、今後は企画調整機能を強化していく。タスクフォースを設置し、県

庁外の有識者からの知見やデジタル技術も活用する。 

【要望】 今回、「ダイバーシティ社会」や「物流 2024問題」を取り上げようとしたが、答える部

局がないと言われた。「Yes，And」の考え方で課題解決を進めて欲しい。  
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知事不信任決議案 １票差で否決 

 

 



「わたしの避難計画」のご紹介 
地球温暖化による環境変化により、私た

ちの生活に大きな影響が表れています。 

特に豪雨災害への対応は待ったナシです。

県内では道路冠水や浸水被害、土砂災害が

頻繁に起きています。 

県は危険個所の改修工事などを行ってい

ますが、ご家庭での備えも重要です。 

 

そこでお役立ち情報をご紹介します。 

 

スマホをお持ちの方は右の

二次元コードを読み取ってく

ださい。静岡県の「わたしの避

難計画」というページにリンク

しています。 

このページではみなさまのご自宅周辺の

災害リスクを紹介し、簡単な操作で災害に

応じた避難行動計画を作ってくれます。 

ご家族のみなさんで「わたしの避難計画」

をぜひチェックしてください。 

 

また右の二次元コードは

「サイポスレーダー」というサ

イトで降水量や河川水位をリ

アルタイムに情報提供してい

ます。 

私は豪雨のたびにこのサイトで、地元入

野地区（堀留）をはじめ県内各地の状況を把

握しています。 

 

近年の豪雨は地球温暖化によるものと考

えられます。私たち一人一人が生活を見直

し、CO2 などの排出を抑えることで、子ど

もや孫の未来のため、地球環境を守ってい

きましょう。 

 

ふじのくに県民クラブ 最近の勉強会から 

○「するスポーツ」と「みるスポーツ」 

● 6/30本会議終了後、県庁に「静岡ブル

ーレヴズ」の山谷拓志社長をお迎えし、「ス

ポーツによる地方創生」のお話を伺いまし

た。現在、篠原地区で野球場の検討が進ん

でいます。地域活性化に資する施設にして

いくには「するスポーツ」に加え「みるスポー

ツ」の考え方が必要になります。 

● 7/10会派有志で「みるスポーツ」に関し

「神戸アリーナ」をテーマにWEB勉強会を行

いました。神戸港の一角に民間事業者が計画

している神戸アリーナはプロバスケットボール

チームをカギにエンタメや eスポーツなどコ

ンテンツの充実を目指しています。篠原の利

活用を考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

○ひろしまサンドボックス 

● 7/3本会議終了後、県庁に「ひろしまサン

ドボックス」の運営を行っている星山雄史氏を

お招きし、広島県が進めているスタートアップ

支援のお話を伺いました。 

サンドボックスは「砂場」。こどもが砂場で遊

ぶように「創っては壊す」を繰り返し、全国か

らスタートアップを集めて実証実験を行い、社

会課題の解決からユニコーンの育成まで進め

ています。 

運営に当たっている星山氏が所属している

企業が、4月に静岡県が静岡市に設置したス

タートアップ支援施設「SHIP」の運営を行う

ことになりました。新たなワクワクが生まれそ

うです。 
 

 

 

 


